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日本の災害の現状
• 災害大国•••地震、津波、土砂災害、大
雪、あらゆる災害が起こる。 

• 人々の認識•••正常性バイアスがかか
り、災害を自分ごとと捉えることが難し
い。 

• どう伝えるか？•••災害の映像ばかり報
道すると、人により精神的にショックを
与えるリスクがある。 写真提供：（一財）消防防災科学センター「災害写真データベース」



教育分野から考える
• 子ども達のプログラミング教育必修化 

• 小さい頃からパソコンやスマートフォンに触れる
機会が多くなった。 

• 最近のゲームなどのクオリティもとても高く、映
像などに対し、目が肥えている学生の子たちが増
えた。 

• 今までと同じように、アナログな伝え方では足り
ないのではないか？



DP Note 誕生！！
• 災害の教訓を伝えていく、そして、子ども達に防
災について関心を持ってもらう、ここを掛け算し
て考えてみた。 

• 災害の映像ではなく、統計的に災害を捉えて教訓
に活かすことができるのではないか？地図にした
り、グラフにしたり、図解にしたりするなど、
様々な可視化をすることで、ビジュアル的に防災
に関心を持たれる方々を増やせるのではないか？ 

• そのような思い　→　DP Note誕生！！
ウェブURL： 
https://dpnote.netlify.app/index.html



内容
• 災害データ可視化•••気象庁や国土地
理院の災害データを使用し、マップや
グラフにするなどの可視化に挑戦。 

• 「災害の種類にとらわれることな
く、あらゆる角度から災害を捉えてみ
よう！何か新しい教訓が得られるの
ではないか？」そのような思いが込め
られたサービス。



２Dマップ

熊本地震•••典型的な群発地震。直近３
日間で１０００回以上、揺れを観測して
おり、活断層に沿って地震が頻発してい
ることが分かる。



３D GL
• 熱海市の土砂災害•••山間部のどこから土
砂災害が起きたのか、目に見えて分かる。 

• トンガ火山噴火に伴う潮位変化•••改めて
地球全体で見てもこれほどの距離が離れ
た地域での災害が日本にも影響を及ぼす
ことが分かる。日本だけではなく、他の
国々の災害についても注視する事が重要だ
という教訓が得られる。



防災図解

天気予報では、明け方や夜のはじめ
頃のような用語が使われる。 

具体的にどのくらいの時間帯を指し
ているのか、興味が湧き、２４時間
の時間軸で表現してみた。



情報発信の成果
普段のSNSの投稿の平均は3～4,000ですが、
可視化や図解ツイートだと、20,000～25,000
インプレッションに伸びていた。 

特に、日本全国ダムマップは、95,000インプ
レッションを超える驚異的な伸び率となってお
り、多くの方々に関心を寄せていただく事がで
きた。 

こうしたことから、可視化や図解による防災情
報の発信は、多くの人々に届けられる事がわか
りました。



今後の課題
• 変換ツールの開発•••国で扱うデータは
CSVやPDFなど、様々な形態がある。
データ加工に時間がかかるため、簡単に
変換できるようなツールを開発する。 

• PLATEAU（プラトー）の活用•••国土交
通省が主導する3D都市モデルの整備プ
ロジェクト「PLATEAU」。主要都市の
３Dデータをマップに載せて、災害対策
に活かせないか、考察していきたい。 ↑PLATEAUを用いた名古屋駅周辺の3Dハザードマップ 

（2023年現在、開発中）


